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[書評]井 上 宏編著 『21世紀の経営戦略』を読む
明治大学経営学部教授 黒 田 兼 一
は じ め に
「"20世紀 は終わった"。何 をもって20世紀を定義するにせ よ,そ の終わ りを語るのもは,
終わ りと彼が断ずる以前の時期 において自分 自身が何を語 り何 を行ったか,そ して何 を行わず
に何 を言わなかったか,を 問わねばなるまい」1)。
平田清明氏のこの強烈で刺激的な問題提起 に触発 され,今 世紀 と21世紀 について考 え,意
識 させ られて きた。もう21世紀は目前に迫っている。注意 してみると,「21世紀」 を冠 した書
物 も多 くみられるようになった。企業経営 と人事 ・労務の分野だけに絞 ってみても枚挙に暇が
ない。社会生産性本部の 『21世紀における人事賃金制度』がそれであろうし,言葉 としては
明示 されてはいないが各方面で話題 となった 『新時代の 「日本的経営」』は日経連の21世紀人
事戦略である2)。
井上 宏氏の編著による 『21世紀の経営戦略』(日本評論社,1998年)は,こうした財界の
21世紀展望を批判する立場か らのものである。
本書は龍谷大学社会科学研究所のプロジェク トとして,「現代企業経営や戦略の特徴 とその
問題点 を,世 界資本主義の構造的変化 と関連 させ ながら分析 し,そ れを通 じてやがて迎える
21世紀の企業経営や戦略のあるべ き姿 を提示 しよう」 とい う目的をもって取 り組 まれた共同
研究の成果である3)。執筆陣は中部 と関西の9人 で,世 代的に も多様な研究者 がそれぞれの
専門領域から21世紀 を展望 しようとしている。
さて,私 は,学 生時代には書物を通 して,そ してまた後には研究会を通 して,井 上氏から多
くのことを学ばせていただいてきた。 とりわけ氏が呼ぶ 「労働の自然法則」に沿って企業経営
の実態を分析 し理解するという方法的な態度は魅力的である。
「労働の自然法則」に沿 って企業経営の実態を分析するという方法的態度は,氏 自身の言葉
で言い換 えれば,「唯物弁証法による現実社会の分析 と総合 を通 じて,資 本主義経済の全体構
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造 とその運動法則 とを体系的に解明 し,それによって,資 本主義を越 えた歴史の発展法則の解
明」 を志向するということであろう4)。ときどきの時流に流 されず,人 類の発展法則 に沿い
なが ら複雑で困難な現実の諸矛盾 を解 き明か し,その解決を展望するというこの姿勢は,世紀
末的な事象が蔓延 している現代資本主義社会 を分析する際には とりわけ不可欠であろ うと思
う。本書を評する機会に改めて氏の主著を勉強させていただ き,この思いを強 くした。
それだけに本書を評するのは至難の業ではない。評者には荷が重すぎる。 しかし,「労働の
自然法則」 に沿って企業経営の21世紀を展望 した らどうなるのだろうか。誰 しも興味あると
ころであろ う。本書が出版されてか らやがて1年 にもなろうという,書評 をするには期 を失 し
て しまった感があるが,平 田氏に触発 されながら,敢 えて本書 を評 してみた く思う。
以下う まず本書 に載せ られている力作 を私の能力の可能な範囲で紹介 し,その後にい くつか
のポイントに沿いなが ら思 うところをコメン トすることにする。
1
このプロジェク トの目的,し たがって本書の目的が,20世紀の企業経営の特徴 と問題点 を
分析 し,21世紀のあるべ き姿 を提示 しようというのである以上は,本 書を評する者は,平 田
氏の指摘に従 って,世 紀末の今の社会経済状況をどのように把握 し,また来 るべ き21世紀 に
向かって何をや り残 し,何 を解決すべ きなのか,こ れらについて予め提示 しておく必要がある
ように思 う。 もちろん,評 者 にはそれを全面的に展 開する力 も暇もないというしかないが,し
か し,「21世紀」を冠する本書に評者が何 を期待 し,どの ような視点から論評 しようとしてい
るのか,そ のポイン トだけで も明確にしてお きたい。
20世紀は資本主義の発展の世紀であった。資本主義はそれがた とえ利潤極大化原理に主導
されてではあれ,社会的生産力を飛躍的に向上 させた。科学技術 と社会的生産力 という点では,
これまでのどの世紀にも増 して短期間のうちに,質的にも量的にも,格段の進歩を果た したと
いうべ きであろう。 しか し本書の序章 と結章で明確 に述べ られているように,その科学技術 と
社会的生産力の発展が資本の原理に主導 されてきた ものであったために,「その結果,生 産が
人類の豊かな生活 を保障する という本来の役割から逸脱 し,逆 に人類の生存を脅かす魔物と化
すに至っている」5)。見方を変えれば,そ のこと故 に,20世紀は,進 歩 と反動,戦 争 と平和,
抑圧 と解放,貧 困 と富裕 とが同時 に存在 し,その繰 り返 しでもあったといえよう。「20世紀の
光 と闇は紙一重であ り,一個同一の表裏である。虚偽 と真実,希 望と幻滅,栄 光 と悲劇のない
まぜになった,今 ではグロテスクという他ない時代」であったのかもしれない6)。
20世紀の間には解決で きなかった,こ れ らの諸問題の負の側面 を,私 たちは宿題 として21
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世紀 に申し送 らざるをえない。「いま20世紀は終わる。私たちはいま狭間にたつ。その足元 を
21世紀がすでに揺るが している」7)。企業経営 と経営戦略 を語る場合 にも,こ のような自覚
が必要であろうし,その解決 に向かって何をどう取 り組んでい くべ きか,と いう視点か ら論ず
るべ きであろう。
20世紀末が私たちに突 きつけ,21世紀によってすでに揺 るがされている課題 とはいったい
狗 か。多様な指摘が可能かもしれないが,評 者が考えるその具体的な主要課題は次の4点 であ
る。
第1は ジェンダー(gender)問題である。 ジェンダー問題 とは何 かを展開する余裕 はない
が,労 働が人間を動物一般 と区別するものであるという認識に立てば,性 の違いを越えて労働
する環境を私たちはまだ確立できていないのであって,こ の点から労働の提供の場である企業
社会,お よび企業経営はこの問題 に背 を向けてはならない。具体的に論 じ,検討 し,解 決すべ
き課題は数多いが,ジ ェンダー問題は 「女性」問題 なのではな く,人間(人 間 としての権利)
の問題 なのである。
第2は エスニシティ(ethnicity)=民族 ・地域問題である。いわゆる 「社会主義国」 の崩壊
によって流血 も辞さぬ地域 ・民族 間の対立が表面化 しているという問題はもちろんのこと,経
済のグローバル化 といわれる現象の進展 によって,全 世界のヒ ト・モノ ・カネそして情報が国
境を越 えて自由に行 き交い,そ のことによって民族と地域のあ り方が質を変えて問われ始めて
いる。世界三極構造(巨 大経済圏の出現)と かリージョナル化,グ ローカル化 といわれる新 し
い問題は新 しい地域 間紛争 と民族抑圧 をもたらしている。20世紀の帝国主義 とは質を異にす
る複雑な矛盾 をも内包 しているが故に,検 討 し,解決すべ き課題は多い。
第3は 福祉 と高齢化(ageing)問題である。少子化傾向 を随伴 している日本では特 に危機的
に現れているが,こ の問題は老人の介護 をどうするか という狭い意味での福祉問題だけではな
い。それは人間にとって労働 とは何か,生 産技術 と社会的生産力の高度化のなかで加齢 と労働
をどのように関係づけるのか,豊 かな人間生活 と職業生活 を社会がどのように組織するのか と
い う問題である。その根底には経済社会と家族関係 を揺るがす深刻 な問題が横たわってるが故
に,21世紀への宿題 として私たちは無責任であるわけにはいかない。
最後はいうまで もな く地球環境(ecology)問題である。人類の存否が問われているこの課
題 については多 くのことを語る必要はあるまい。20世紀が開発 し続けてきた社会的生産のあ
り方の歪みが もたらしたものであるだけに,深 刻である。 このことの解決に向けた実行計画を
含まない 「21世紀」への展望は,そ れこそ空言であるといってよい。
評者がこれら4つ の課題 について確固とした見通 しをもっているわけではない。にもかかわ
らず ここで敢えて指摘 したのは,こ の ような課題の解決を期待 して本書を読み,本 書 を評価す
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る論点にしたいがためである。
∬
本書の構成は次の通 りである。
序 章 現代企業の経営 と戦略(井 上 宏)
第1章 現代資本主義の構造 と企業経営のリージョナル化,グ ローバル化(藤 本光男)
第2章 クリン トン政権の技術戦略とアメリカ多国籍企業(夏 目啓二)
第3章 多国籍企業の組織戦略(林 尚毅)
第4章 日本企業の21世紀戦略(宮 崎信二)
第5章 現代 日本企業の人事労務戦略(竹 田昌次)
第6章 現代 日本家電企業の海外進出(角 谷新一)
第7章 アジア地域における日本企業の展開と問題点(野 末英俊)
結 章21世 紀への企業戦略 と現代世界経済(角 谷登志雄)
以下,各 章の内容の概略 を紹介 してお こう。
本書全体の課題設定 と分析視角 を提示すべ く序章では,ま ずパクスアメリカーナか ら多極化
への世界の資本主義構造の変容が明らかにされ,「経営戦略は,企 業 とそれを取 り巻 く経営環
境の構造変化の もとで,経 営原理それ自体の変化を伴って展開される」 とい う認識が提示 され
る8)。その上で・,大量生産体制 を基本原理 としていた現代企業経営が,多 品種少量生産,変
種変量生産へ と構造変化 させてお り,それに伴って経営戦略 も変化 していることが論 じられて
いる。以上のことの具体的な姿 を多国籍企業の経営実態か ら考察 し,「多国籍企業は,た とえ
現地経営のローカル化,分 権化を進めている場合でも,実際には国際独占体 としての支配体制
を確立 し,経営の現地化 をその支配体制の内部に留めている」 と鋭 く指摘する。そこから,①
協力共同の国際関係確立の必要性,② 大企業に対する民主的規制の必要性を指摘 し,21世紀
への具体的な課題 を展望 している。
第1章 では,経 営戦略 を規定する枠組み としての,現 代世界の資本主義の構造が明 らかにさ
れている。まず世界経済体制分析のいくつかの研究成果を検討 しながら,世界資本主義経済の
構造がアメリカを頂点 とする地域統合の階層化 という方向で進行 してお り,これがグローバル
化 とリージョナル化の間を揺れ動 きながら,企業の経営戦略の枠組みとして決定的な要因 とな
っていることが指摘されている。ここでの重要な指摘は,世 界経済の三極化傾向のなかで,多
国籍企業はいっそ うリージョナル化戦略,(さ らにマルチリージ ョナル化戦略)を 強化 し,そ
のことによって地域間対立を生み,世 界寡占への可能性と危険性が増すとい う警鐘である。
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第2章 の主題は,世 界の情報技術革命の基礎 となる情報スーパーハイウェイとインターネ ッ
トの発展 と普及 に,ア メリカのクリン トン政権 と多国籍企業がどのように関わ り,21世紀 を
目前にしてそれをどこに導いていこうとしているかの分析にある。数多 くの資料 を使った分析
から,ク リン トン政権 と多国籍企業の連係プレーによって情報産業におけるアメリカの圧倒的
な支配が確立 したこと,そ れによってアメリカの多国籍企業のグローバルな競争優位手段を創
出 し,覇権主義的性格を強めは じめたことが明らかにされる。 こうしたアメリカの官 と財の連
携 による情報産業支配は,グ ローバルな規模での競争 を激化 させ,世 界の人々の貧富の拡大 ・
2極分解 をもた らすと指摘 している。
次の第3章 では,多 国籍企業の組織化戦略問題が取 り上げられる。組織戦略を環境変化と多
国籍企業化 との関わ りから,チ ャンドラーやアンゾフらの理論 に沿いながら,丁 寧に考察した
後 に,「グローバル経営下の現地化戦略」 を論 じている。そこでは世界経済の三極化傾向のな
かで,多 国籍企業がグローバルな統合化とローカルな現地化の戦略を志向すると指摘 し,また
この新 しい経営環境 に適応するための組織構造 といわれているネットワーク型の組織が検討 さ
れている。 この組織が21世紀に向けた組織構造 となるかどうかの結論は保留 しているが,国
際的な企業間競争の激化のなかでむしろ官僚制の弊害が拡大すると予想 し,新たな 「創造的な
革新組織」の必要性が指摘 されている。
第4章 と5章 では日本企業の21世紀戦略が検討 されている。第4章 では日経連の 「ブルー
バー ドプラン」(1997年1月)を財界の21世紀戦略であるとみなし,そ れを政府の 「経済構造
改:革」 と関連させつつ,ま た産業の実態をふ まえながら,考察 している。それらは官民一体 と
なった 「国際競争力の維持 ・強化」に向けたリス トラ策であ り,かつて米国のグローバル化 と
情報化を 「貧富の格差の拡大」 と描いたサローの予測の日本版であると批判する。続 く第5章
では同じ日経連による21世紀人事戦略として 『新時代 の 「日本的経営」』が取 り上げられ,批
判的に検討 される。 ここではかつての 「能力主義管理」(1969年)との比較 を通 して今 日の人
事戦略の特徴が浮 き彫 りにされる。それによると,日経連の新人事戦略の新 しさは終身雇用 を
全面的に否定 した 「雇用ポー トフォリオ」(雇用の流動化 ・雇用の多様化)を 提言 したことに
あるといい,こ の戦略の浸透傾向が政府統計 を駆使 しなが ら確認される。さらにもう一つの傾
向として管理者問題が取 り上げられ,21世紀の人事戦略の一つの焦点として能力主義 から業
績主義の転換,処 遇の個別化,企 業依存型から自立型への変化などが検討されている。 これら
の変化は21世紀 に向かってます ます強まるだろうが,管 理職組合の運動 を念頭 におけば,そ
れらは積極的な個人中心主義=自 立的人間の創造への新たな地平を切 り拓 くものであると21
世紀を展望 している。
続 く第6章 と7章 は,日本企業の海外進出とそのアジアにおける展開の分析 に焦点がおかれ,
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20世紀末の日本企業の多国籍化 を中心 とした経営動向の実態が明 らかにされている。家電産
業 に焦点をあてた海外進出の動向 と問題点を歴史的に検討 した第6章,東 アジア地域 における
日本企業の企業経営の問題点 を検討 した第7章,い ずれ も詳細に検討され,こ の領域 における
21世紀への展望を考察する際の素材を提供 している。
結章は本書の最終章 らしく,各章で展開されてきた問題 を世界資本主義の新段階として位置
づけ,そ の特徴 と課題が総括的に論 じられている。そこでは現代の世界資本主義の特徴を 「一
面では国際的規模で人類の生活 を豊かにで きる諸条件がつ くられるにいたったことをしめすも
のではあるが,現 実には,そ れが少数巨大企業による独占利潤の獲得のために利用 され,そ の
矛盾は複合 し拡大 している」9)とみなし,と りわけ後半に関連 して 「主要資本主義国間の覇
権争 い,南 北問題の深刻化,途 上国の貧困化などの背後には,ア メリカの覇権主義 ・帝国主義
が存在する」 と論難 している。同時にこれらの特徴 を 「資本主義の基本矛盾」の現代的な現わ
れ ととちえるべ きことが力説 されている。さらにこれらの問題の解決のための方途 として,国
際 レベルでの民主的規制,国 内の民主的規制が必要であると展望 しつつ,そ のためにも科学的
理論 を積極 的かつ創造的に発展 させ ることの重要性が指摘 されている。
皿
以上,簡 単にではあるが本書の全体の内容を紹介 して きた。現代資本主義の構造分析,多 国
籍企業の経営 と行動の歴史的展開分析,政 府 と財界の21世紀戦略な ど,全章にわたってきわ
めてスケールの大 きな問題が論 じられている。 しかも,こ のプロジェク トのそれぞれのメンバ
ーが どれほど自覚的であったのか どうかはともあれ,21世紀への展望を意識 しなが ら現状を
解明 している点は評価 されていい と思 う。 もちろん,「経営戦略」 というからには生産やマー
ケティングに関する独立 した章がないこと,個々の論文のつなが りが必ず しも明確でないこと,
本書全体の中での各章の位置づけと意義が必ず しも明瞭ではないことなど,章構成において疑
問な しとしない点 もある。だが,こ れだけの多数のメンバーで,し かも年齢的にも多様 なメン
バーで,将 来への 「展望」 を意識 しなが ら論 じることはそれほど容易 なことではないが、本書
はその点において成功 している。
だが井上氏が冒頭部分で明記 している本書の 「意欲的な目的」,すなわち 「21世紀の企業経
営や戦略のあるべ き姿」 を提示することについてどのように評価すべ きであろうか。本稿の1
であげておいた4つ のポイン トからこの点を考えてみたい。
本書 を一読 して まず気がつ くことは,ほ ぼすべての章で意識的 ・自覚的に取 り上げられてい
るのは,企 業経営のグローバル化,リ ージョナル化,ロ ーカル化の問題である。先に評者が指
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摘 した21世紀に向けた4つ の課題の うち,第2の エスニシティ(ethnicity)=民族 ・地域の問
題である。
序章では多国籍企業のローカル化(分 権化)戦 略は国際独占支配体制 に従属 させる手段と化
していると指摘 され,そ の原因を生産の社会化 と取得の資本主義的性格の矛盾に求めている。
その上で協力共同の国際関係の樹立 と大企業にたいする民主的規制の確立が提唱されている。
この序章での枠組みを受ける形で,第1章 では世界資本主義構造分析 という視点から地域間対
立 と世界寡占への危険性が指摘 され,第2章 では国際対立 ・紛争の原因としてアメリカの多国
籍企業による支配 と覇権主義が暴露 されている。第3章,7章,8章 でも同様な視点か ら,多
国籍企業の組織戦略問題,家 電産業の海外進出,ア ジアでの 日系企業の実態が取 り上げられて
いる。とくに第3章 で 「将来の多国籍企業はローカルな社会だけでなくグローバルな社会への
適応が求め られる。それはもはや分権化対応ではなく,創造的な革新組織への本格的な始動で
ある」 といい,や や論理的な飛躍 もみられるものの,ま た内容の具体的な展開がないことが残
念ではあるが,将 来の多国籍企業の組織のあ り方が展望 されていることに注 目したい。
民族 ・地域問題に関する本書の執筆者 らに共通する把握は,そ れが 「現代 における資本主義
の基本矛盾の現れである」 とい うものである10)。いわば資本の本性か ら必然的に生 じる問題
であるのだか ら,「多 くの歴史的な諸事実が明 らかに物語 ってヤ・るように,そ れらは,何 らか
の外的な社会的強制がなければ,み ずからは国民の生活向上や社会福祉の発展 をはかろ うとし
ない」11)。それゆえに,た とえ現地化が重視 されて も 「少数の多国籍企業による集権的支配
体制内での経営の現地化で しかない」 との認識は全章に共通である12)。ここか ら多国籍企業
にたいする国際的および国内的な 「民主的規制」が主張される。評者 もその方向に異論はない。
だが このことを一般的に主張するだけではなく,「民主的規制」の具体的な中味 を論 じて欲 し
かった。そのためにも民族 ・地域(ethnicityおよびlocal)の側 視点からの多国籍企業分析が
必要であったように思われる。この視点は,覇 権主義 と民族主義だけでなく,民族お よび地域
内部の 「基本矛盾」 をも明らかにすることが求め られるだろうし,そのことによって国際的な
「民主的規制」の内容の具体化を促進することになるように思われる。
さてこの第2の 問題に比べ ると,残念なことに他の3つ の問題 については不満が残 る。
このうち第1に あげた女性(gender)問題 については,第5章 で,日 経連の人事戦略批判
との関わりで,パ ー トタイマーお よび雇用形態の多様化(非 正規労働者の増大)と して取 り上
げられてはいるものの不十分である。もちろん評者がいうのは 「女性」問題の分析がないとい
うことではない。何 よりも民主主義 を重視する著者 らであるから,女性の人権を軽視 している
わけでは毛頭な く,「民主的規制」の問題 として重視 されている。事実,結 章では取 り組むべ
き実践的課題 として,指 摘 されてはいる。だがジェンダー問題は民主主義一般に解消で きない
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面 をもっているし,20世紀の 「人権思想」では解決で きない面 を内包 している13)14>。評者が
主張 したいのは,21世紀 を展望するからには,ジ ェンダーの視点 を基底にすえた,経 営戦略,
組織戦略,人 事戦略を分析することが必要であるということである。残念である。
同 じことは第3の 「高齢化」(ageing)問題にもいえる。冒頭で述べたように,こ れは狭い
意味の福祉問題だけをいうのではない。社会的生産力の高度化 と高齢社会および少子化のなか
で,人 間にとって労働 とは何か,加 齢 と職業生活お よび家族生活との関わ りを今後社会がどの
ように位置づけていくべ きなのかとい う問題である。 これに関連する課題は,NPOや 協同組
合問題 としてすでに経営学の一部でも重視 されつつあるが,「労働の自然法則」 に沿ってもっ
と積極 的な分析が必要であったように思われる。その意味で,結 章の最後の部分で,従 来の経
営学(企 業経営研究)の 「立ち遅れ」 として指摘 されいることは重要な問題提起 として受け止
め られるべ きである。
最後の環境(ecology)問題 については,序 章が詳 しい。「生産の社会化 と取得の私的資本主
義的性格 との矛盾は,す でに明 らかなようにいまや国際的な規模にまで深まり,……地球環境
は破壊の一途 をたどり,い まや人類の生存 さえ脅か されるまでになっている」15)。序章での
このきわめて鋭い指摘 にもかかわらず,後 の章での詳 しい展開が一切ないのはどうしてなので
あろ う。「民主的規制」の課題 として結章で若干述べ られてはいるものの,多 国籍企業や家電
産業の企業経営の実態分析の際に,こ の問題の批判的 ・実証的考察がぜ ひとも必要であった と
思われる。著者 らの今後の研究に期待 したい。
なお序章の最後に,「現代世界経済(資 本主義経済 という用語は敢えて避けたのか?一 黒 田)
の絶対矛盾 ともい うべ き公害や地球環境破壊については,人 類の生存 を脅かすような生産は直
ちに中止 し,人類の生存 とその:豊かな生活を保証する方向に生産を転換 させ る必要がある。そ
れはいかなる階級,階 層 を問わず,い まや人類共通の課題 となっていることを強 く認識 してお
く必要がある」 との叙述がある16)。評者が21世紀 を展望する際の不可欠な視点 としてエコロ
ジーをあげたの と認識 は一致 している。だが この指摘 と上述の環境問題を資本主義の基本矛盾
と結びつけて理解する仕方 との関係が評者には気がか りである。その論理的な関係 と意味を知
りたい。
お わ り に
以上,評 者の主観的な願望か ら勝手 な批判 を展開してきた。 この種の評論 にありがちないわ
ゆる 「無い物ねだ り」 の感がないでもない。 しか し冒頭に指摘 しておいたように,評 者は編著
者の井上氏の 「労働の自然法則」から企業経営の実態を分析 し理解するという方法的態度は,
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世紀の狭間にあって,文 字通 り世紀末的現象が蔓延 しているいまこそ不可欠であろうと考えて
いる。だからこそその方法的態度で各論を具体的に展開する必要があると考える。簡単 なこと
ではないが,本 プロジェク トのメンバ ーがそれに向かって格闘 した著書であることは確かであ
るし,高 く評価 したい。
しか し時代 を展望するということは,い まの時代 をつかみ取 り,そ こにある肝要な問題点 を
解析することが不可欠である。多国籍企業研究や現代産業分析,現 代管理論研究では優れた業
績の数多い編著者 らであるだけに,社 会的期待 も大きい。その面 を考慮すると,本 論でみてき
たように,評者 には角頼保雄氏のように 「編著者の意図を体現 した研究 を展 開している」とは
必ず しも思われない17)。また巻末にILOの 多国籍企業指導:勧告文書が付属資料 として掲げ
られているが,編 著者の意図は伝わって くるものの,こ のままではせっかくの資料が生 きてこ
ない。その意義や内容を各論で積極的かつ具体的に展開すべ きであったように思 う。
もっとも多国籍企業研究に卓越 した研究者が多いだけに,民 族 と地域の視点からの分析はさ
すがに鋭い。経済発展 と地域 ・民族 との関わ りをめ ぐる 「21世紀の経営や戦略」のあるべ き
姿 を探る際の必読の文献であることは確かである。
本稿での 「無い物ねだ り」的な指摘 は,執 筆者 らの責任 に帰すべ き問題ではもとよりない。
というよ りはむしろ評者自身の課題であ り,また企業経営を批判的に研究 しようとするものす
べての課題でもある。この意味か ら考 えると,結章における角谷登志雄氏の次のような含蓄あ
る重要な問題提起を深刻かつ真摯に受け止めたい。
「これまで体制内的な諸潮流 に対 して批判を試みてきた 『マルクス主義』的諸研究において
も,前述のような世界史的な激変の もとで,そ の混迷 ・逃避 ・変身などの諸傾向が広が ってい
るが,そ のような状況から早 く脱却 して,科 学的理論を積極的かつ創造的に発展 させることが
必要である。……新 しい歴史的 ・社会的事態の客観的な分析 とともに,既成のパ ラダイムの批
判 ・克服のために活発かつ節度ある論争が展開 されることが切に望 まれる」18)。
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